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計
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新
入
生
応
援
事
業
と

し
て
の
応
援
券
の
使
い

道
と
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
資
格
取
得

の
結
果
は
。
ま
た
、
今
後
の
対
応

は
。
 

　
応
援
券
は
ほ
と
ん
ど

制
服
購
入
代
と
な
っ
て

い
る
。
制
服
が
高
額
な
こ
と
と
消

費
税
の
増
税
が
あ
り
応
援
券
増
額

の
要
望
が
あ
る
。
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
資
格
取
得
講
座
は
５
人
が
受

講
し
、
全
員
が
福
祉
施
設
に
就
職

し
た
。
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託

し
て
い
る
こ
と
か
ら
１
講
座
　
人
10

程
度
を
基
本
に
し
た
い
。

荒
砥
高
校
生
へ
の

支
援
の
現
状
は

議
員

当
局

認
知
症
対
策
事
業
の
結
果
は

 

　
認
知
症
初
期
集
中
支

援
チ
ー
ム
設
置
推
進
モ

デ
ル
事
業
の
結
果
を
踏
ま
え
、
認

知
症
の
進
行
を
抑
え
る
た
め
の
取

り
組
み
は
。

 

　
平
成
　
年
４
月
現
在
、

26

認
知
症
の
方
が
４
９
２

人
、
う
ち
在
宅
者
が
４
３
３
人
で
、

議
員

当
局

今
後
増
加
傾
向
に
あ
る
。
支
援

チ
ー
ム
の
訪
問
に
よ
り
医
療
や
介

護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が
っ
た
方
が

　
人
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
介

10護
サ
ー
ビ
ス
の
拒
否
や
安
全
対
策

の
問
題
な
ど
の
課
題
も
見
え
て
き

た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
次
期
介
護

保
険
事
業
計
画
で
の
認
知
症
施
策

の
位
置
付
け
を
強
化
す
る
取
り
組

み
を
行
う
。

歳　出
（町の支出）疑質

総 務 費総 務務 費総 務 費総 務 費

民 生 費民 生 費民 生 費民 生 費

荒砥高校入学式

ご
み
を
減
ら
す
取
り
組
み
は

 

　
ご
み
の
処
理
量
が
減

れ
ば
清
掃
事
業
分
担
金

も
削
減
さ
れ
る
が
、
近
年
の
ご
み

処
理
量
の
推
移
と
ご
み
を
減
ら
す

た
め
の
取
り
組
み
状
況
は
。

 

　
平
成
　
年
度
か
ら
増
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加
傾
向
に
あ
る
。
白
鷹

町
美
し
い
郷
づ
く
り
推
進
会
議
が

母
体
と
な
り
、
ご
み
の
減
量
化
を

含
め
て
環
境
基
本
計
画
の
具
体
的

な
事
業
を
部
会
ご
と
に
展
開
し
て

い
る
。
他
に
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

開
催
や
子
供
会
の
廃
品
回
収
の
奨

励
金
交
付
事
業
な
ど
を
実
施
し
て

い
る
。

議
員

当
局

衛 生 費衛 生生 費衛 生 費衛 生 費

歳出
80億9159万円

平成25年度一般会計支出決算

総務費
12億3426万円
15.3%

議会費
9849万円
1.2%

民生費
18億5948万円
23.0%

衛生費
5億6947万円
7.0%

※万円未満は端数を整理しています。

労働費
2658万円
0.3%

農林水産業費
4億2977万円
5.3%

商工費
2億8700万円
3.5%

土木費
8億5484万円
10.6%

消防費
4億99万円
5.0%

教育費
9億7436万円
12.0%

災害復旧費
4億2237万円
5.2%

公債費（借金返済）
9億3398万円
11.5%
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